
Title 〔商法九〕戻裏書を受けた一裏書人よりその中間裏書人に對してな
す遡求權の行使 (昭和三三年四月三〇日東京高裁判決)

Sub Title
Author 大賀, 祥充(Ōga, Yoshimitsu)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1960

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.33, No.9 (1960. 9) ,p.88- 93 

JaLC DOI
Abstract
Notes 判例研究
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19600915-0088

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


剣
　
例
　
研
　
究

八
八

（
一
四
七
四
）

〔
商
法
　
九
〕

戻
裏
書
を
受
け
た
一
裏
書
人
よ
り
そ
の
中
間
裏
書
人
に
封
し
て

な
す
遡
毒
の
行
使
（
驚
饗
譲
蜘
轍
蕪
請
求
控
肇
件
）

　
【
判
示
富
項
】
戻
裏
書
を
受
け
た
被
裏
書
人
か
ら
裏
書
人
に
封
す
る
遡
求
権

の
行
使
を
認
め
た
事
例
。

　
【
参
照
條
丈
】
　
手
形
法
七
七
條
一
項
一
號
・
四
號
、
同
一
一
條
三
項
、
同
四

三
條
。

　
【
事
實
】
本
件
で
間
題
と
な
つ
て
い
る
五
通
の
約
束
手
形
は
、
い
ず
れ
も
、

振
出
人
を
訴
外
A
、
受
取
人
を
被
擦
訴
人
（
原
告
）
X
と
し
て
振
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
二
通
の
手
形
に
つ
い
て
は
、
第
二
裏
書
を
訴
外
B
が
、

第
三
裏
書
を
控
訴
人
（
被
告
）
Y
が
、
そ
し
て
残
る
三
通
の
手
形
に
つ
い
て
は
、

逆
に
、
第
二
裏
書
を
Y
が
、
第
三
裏
書
を
B
が
、
そ
れ
ぞ
れ
拒
絶
誰
書
作
成
冤

除
の
上
、
各
五
通
共
第
三
裏
書
の
被
裏
書
人
を
X
と
し
て
裏
書
を
行
い
、
一
方
、

第
一
裏
書
欄
に
つ
い
て
は
五
通
い
ず
れ
の
手
形
も
室
白
の
ま
ま
で
、
A
よ
り
X

に
交
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。

　
そ
の
後
、
X
は
そ
れ
ま
で
室
白
で
あ
つ
た
右
五
通
の
手
形
の
各
第
一
裏
書
欄

に
記
名
捺
印
し
た
上
、
数
個
の
銀
行
に
裏
書
譲
渡
し
た
が
、
そ
の
う
ち
一
通
の

手
形
に
つ
い
て
は
豫
め
、
残
る
四
通
の
手
形
に
つ
い
て
は
各
銀
行
の
了
解
の
も

と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
裏
書
欄
に
「
無
澹
保
文
句
」
の
記
入
を
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
他
方
、
右
各
銀
行
は
適
法
に
支
彿
の
た
め
の
呈
示
を
な
し
た
が
、
そ
の

支
彿
を
拒
絶
さ
れ
た
た
め
に
、
當
該
各
手
形
を
そ
れ
ぞ
れ
X
に
裏
書
譲
渡
し
、

そ
の
結
果
X
が
現
に
本
件
五
通
の
手
形
の
所
持
人
と
な
つ
て
い
る
。

　
し
か
し
て
、
X
が
本
件
約
束
手
形
金
を
請
求
し
て
提
訴
し
た
原
審
（
朝
噸
硫
肥

翫
鶉
魏
覇
讐
臨
濠
喪
欝
歎
奪
雛
お
葱
に
お
い
て
な
し
奎

張
は
、
次
の
二
馳
に
臨
着
す
る
。
印
ち
、
そ
の
一
つ
は
、
本
件
各
手
形
の
『
…

…
第
一
裏
書
欄
の
「
無
捲
保
文
句
」
は
有
効
な
の
で
、
戻
裏
書
の
一
般
原
則
が

適
用
に
な
ら
ず
…
…
』
X
は
戻
裏
書
人
た
る
Y
に
封
し
償
還
請
求
を
な
し
得
る

も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
他
の
輔
つ
は
、
『
本
件
各
手
形
は
A
が
X
よ
り
買

受
け
た
電
線
の
代
金
債
務
の
支
彿
確
保
の
た
め
に
、
振
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る



黙
、
第
一
裏
書
欄
が
室
白
で
あ
つ
た
馳
な
ら
び
に
、
第
二
裏
書
欄
に
、
B
に
よ

つ
て
保
謹
の
目
的
で
記
名
捺
印
が
な
さ
れ
た
馳
を
知
悉
し
て
、
Y
が
振
出
人
A

の
X
に
封
す
る
手
形
債
務
を
保
謹
す
る
目
的
で
本
件
各
手
形
の
裏
書
欄
に
、
記

名
捺
印
し
て
、
A
を
通
じ
て
該
手
形
を
X
に
譲
渡
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
Y

が
X
の
手
形
上
の
後
者
に
位
置
し
て
い
て
も
、
X
は
Y
か
ら
反
封
債
権
を
以
て

封
抗
さ
れ
る
い
わ
れ
は
な
い
』
か
ら
、
X
は
戻
裏
書
人
た
る
Y
に
封
し
償
還
請

求
を
な
し
得
る
も
の
て
あ
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

　
他
方
、
こ
れ
に
鷹
ず
る
Y
の
答
辮
な
ら
び
に
抗
辮
は
、
次
の
三
黙
に
要
約
で

き
る
。
印
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
本
件
各
手
形
の
第
一
裏
書
欄
に
記
入
せ
ら
れ
た

「
無
措
保
文
句
」
は
攣
造
で
あ
つ
て
無
効
で
あ
り
、
假
り
に
そ
う
で
な
い
と
し

て
も
、
Y
は
裏
書
人
と
し
て
の
責
任
を
X
に
封
し
て
負
わ
な
い
旨
の
約
定
が
あ

つ
た
こ
と
、
第
二
に
、
Y
の
な
し
た
本
件
各
裏
書
は
い
わ
ゆ
る
戻
裏
書
で
あ
る

か
ら
、
X
は
Y
に
封
し
て
前
者
た
る
裏
書
人
と
し
て
の
手
形
上
の
責
任
を
負
つ

て
お
り
、
從
つ
て
X
は
そ
の
後
者
た
る
Y
に
封
し
手
形
上
の
槽
利
を
行
う
こ
と

を
得
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
Y
が
全
く
の
第
三
者
で
あ
る
A
の
た
め
に
保
謹
の

意
味
を
も
つ
裏
書
を
す
る
こ
と
は
、
Y
會
肚
の
目
的
た
る
事
業
の
途
行
に
必
要

な
行
爲
と
云
う
を
得
ず
、
そ
れ
故
本
件
裏
書
自
盟
が
無
効
で
あ
る
こ
と
、
假
り

に
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、
本
件
裏
書
は
Y
會
肚
代
表
者
の
権
限
逸
脆
行
爲
で

あ
り
、
こ
の
事
實
は
X
も
充
分
そ
の
情
を
知
つ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

無
効
を
以
て
X
に
封
抗
し
得
る
こ
と
、
等
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
剣
　
例
　
研
　
究

　
こ
れ
に
封
し
て
原
審
は
、
X
の
講
求
を
認
容
し
た
が
、
・
て
の
理
由
と
す
る
と

こ
ろ
は
要
旨
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
印
ち
、
ま
ず
、
「
無
推
保
文
句
」
の
記
入
に

つ
い
て
は
、
『
第
二
或
は
第
三
裏
書
人
と
な
つ
た
Y
及
び
B
の
當
然
豫
期
す
べ

き
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
』
、
こ
の
鮎
に
關
す
る
『
黙
示
の
同
意
が
Y
等
に
よ
り
X

に
與
え
ら
れ
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
』
か
ら
、
『
攣
造
と
い
う
主
張

は
當
ら
』
ず
、
そ
れ
故
そ
の
記
入
は
有
効
で
あ
る
と
し
、
そ
し
て
Y
と
X
と
の

間
の
約
定
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
確
認
す
る
に
足
る
謹
振
は
存
し
な
い
か
ら
Y

の
抗
辮
は
探
用
で
き
な
い
と
し
た
。
次
い
で
、
戻
裏
書
を
理
由
と
す
る
Y
の
抗

辮
に
つ
い
て
は
、
『
前
到
示
の
如
く
本
件
各
手
形
の
第
一
裏
書
欄
の
「
無
捲
保

文
句
」
が
有
効
で
あ
る
以
上
、
戻
裏
書
の
一
般
原
則
は
適
用
に
な
ら
な
い
の
で

理
由
が
な
い
』
と
し
て
こ
れ
を
排
斥
し
、
X
の
前
記
第
一
の
主
張
を
そ
の
ま
ま

容
認
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
會
肚
が
保
謹
の
意
味
を
も
つ
裏
書
を
す
る
こ
と

も
、
そ
の
目
的
の
範
園
内
に
麗
し
、
且
つ
代
表
取
締
役
の
樺
限
は
そ
の
會
吐
の

灌
利
能
力
の
範
園
の
全
般
に
亘
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
黙
に
關
す
る
Y

の
抗
辮
を
排
斥
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。

　
か
く
し
て
、
原
審
に
お
い
て
敗
訴
し
た
Y
は
、
原
到
決
の
取
消
な
ら
び
に
X

の
請
求
棄
却
の
到
決
を
求
め
て
本
件
擦
訴
に
及
び
、
他
方
X
は
擦
訴
棄
却
の
到

決
を
求
め
た
が
、
當
事
者
双
方
の
事
實
上
の
主
張
等
は
、
原
審
事
實
摘
示
の
そ

れ
ら
と
何
ら
實
質
的
に
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
【
判
旨
】
　
控
訴
棄
却

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
　
　
（
一
四
七
五
）



　
　
　
　
興
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研
　
究

　
本
件
に
お
い
て
は
、
前
記
『
「
無
澹
保
文
句
」
記
入
の
効
力
が
主
た
る
雫
鮎
な

る
か
の
観
を
呈
し
て
い
る
が
』
、
X
の
主
張
の
根
擁
が
、
實
は
、
X
に
封
し
て

な
し
た
Y
の
裏
書
は
『
保
謹
の
實
を
學
げ
さ
せ
よ
う
と
す
る
保
謹
の
た
め
の
裏

書
で
あ
る
か
ら
』
と
い
う
黙
に
あ
る
こ
と
は
、
『
X
の
主
張
の
全
趣
旨
か
ら
み

て
明
白
で
あ
る
』
と
の
立
場
を
と
り
、
こ
の
黙
に
關
し
て
次
の
如
く
判
断
し
た

が
、
そ
の
他
の
鮎
に
つ
い
て
は
原
到
決
の
理
由
説
示
を
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
援
用

し
、
何
ら
實
質
的
な
璽
更
を
加
え
て
は
い
な
い
。

　
本
件
各
手
形
に
お
け
る
X
へ
の
裏
書
は
、
『
い
わ
ゆ
る
戻
裏
書
に
該
當
し
、

通
常
の
場
合
に
お
い
て
は
X
よ
り
Y
に
封
す
る
遡
求
灌
の
行
使
は
で
き
な
い
關

係
に
あ
る
も
の
』
で
は
あ
る
が
、
認
定
事
寳
か
ら
す
れ
ば
『
Y
の
本
件
手
形
へ

の
裏
書
は
、
手
形
振
出
人
で
あ
る
A
の
手
形
上
の
債
務
を
保
謹
す
る
の
意
味
に

お
い
て
せ
ら
れ
た
も
の
』
と
解
す
べ
く
、
し
か
も
そ
う
で
あ
る
以
上
、
『
本
件

手
形
の
第
一
裏
書
欄
に
後
に
X
が
し
た
「
無
捲
保
文
句
」
の
記
入
の
効
力
に
つ

い
て
の
到
蜥
を
す
る
ま
で
も
な
く
』
、
X
は
『
そ
の
前
者
と
し
て
は
Y
に
封
し
、

Y
の
裏
書
が
前
記
の
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
と
の
人
的
事
由
を
封
抗
し
得
る
の
結

果
、
後
者
と
し
て
の
遡
求
権
を
失
わ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
當
で
あ
つ
て

Y
は
X
の
本
件
遡
求
権
の
行
使
を
拒
み
得
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
』
。

【
評
羅
】

本
到
旨
の
理
論
構
成
な
ら
び
に
原
到
決
の
そ
れ
に
賛
成
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
　
　
（
一
四
七
六
）

　
戻
裏
書
に
よ
つ
て
手
形
を
取
得
し
た
者
は
、
自
己
が
以
前
有
し
た
手
形
上
の

地
位
以
後
の
前
者
、
つ
ま
り
、
再
び
自
己
に
遡
求
し
て
く
る
よ
う
な
者
に
封
し

て
は
手
形
上
の
灌
利
を
行
使
し
得
な
い
と
す
る
こ
と
、
從
つ
て
例
え
ば
、
一
裏

書
人
が
戻
裏
書
に
よ
つ
て
手
形
を
再
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
中
間

の
す
べ
て
の
裏
書
人
に
封
し
て
手
形
遡
求
灌
を
行
使
し
得
な
い
と
す
る
こ
と

は
、
從
來
の
學
説
上
の
通
読
な
ら
び
に
到
例
の
立
場
で
あ
つ
て
、
こ
の
黙
に
つ

い
て
は
本
到
旨
な
ら
び
に
原
到
決
の
基
本
的
立
場
と
い
え
ど
も
こ
れ
ら
と
何
ら

實
質
的
に
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
も
つ
と
も
、
右
の
酷
に
關
す
る
從
來
の
読
明
は
、
一
般
に
、
右
の
理
が
あ
た

か
も
戻
裏
書
に
お
け
る
絶
封
的
な
原
理
で
あ
る
か
の
如
き
表
現
を
と
つ
て
い
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
（
青
木
徹
二
「
改
正
手
形
法
論
」
四
〇

四
頁
、
松
本
丞
｛
治
「
手
形
法
」
二
七
〇
頁
、
水
口
吉
藏
「
手
形
法
論
1
」
七
四

一
頁
、
西
本
辰
之
助
「
手
形
法
」
三
二
頁
、
岡
野
敬
次
郎
「
日
本
手
形
法
論
」

一
二
六
頁
、
大
濱
信
泉
「
手
形
・
小
切
手
法
講
義
」
二
七
四
頁
、
田
中
耕
太
郎

「
手
形
法
概
論
」
三
五
七
頁
、
寺
尾
元
彦
「
手
形
法
提
要
」
一
六
八
頁
。
東
京
地

裁
大
九
（
カ
）
　
一
七
二
七
號
・
大
九
・
一
二
・
一
一
民
八
剣
・
評
論
九
巻
商
法

七
一
六
）
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
し
も
文
言
そ
の
も
の
で
は
な
か
つ

た
と
解
し
得
べ
く
（
伊
澤
孝
卒
「
判
例
同
顧
商
法
（
保
瞼
・
手
形
法
）
」
法
學
三

巻
八
號
九
三
頁
、
鈴
木
竹
雄
「
剣
例
民
事
法
昭
和
八
年
度
七
六
事
件
」
二
九
三

頁
以
下
、
升
本
重
夫
「
剣
例
評
繹
」
法
學
新
報
四
三
巻
一
二
號
一
二
六
頁
等
参



照
）
、
か
つ
、
今
日
に
お
い
て
、
右
の
理
が
、
判
旨
の
前
提
と
す
る
如
く
、
戻

裏
書
に
お
け
る
通
常
の
場
合
の
一
般
原
則
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は

何
人
も
多
く
疑
を
い
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
（
伊
澤
孝
李
「
手
形
法
・
小
切
手

法
」
四
一
一
頁
、
鈴
木
竹
雄
「
手
形
法
・
小
切
手
法
」
二
六
一
頁
・
二
六
二
頁
註
㊧
、

国
。
q
四
〇
〇
び
一
”
ミ
Φ
O
ゲ
の
Φ
一
－
仁
口
山
の
O
げ
Φ
O
屏
H
O
O
ゲ
“
●
一
〇
㎝
㎝
．
ω
●
①
ド
凶
旧
O
．
一
…
【
一
一
貯
”

ミ
①
。
富
Φ
蒔
霧
g
国
●
お
。。
。

。
。
ω
』
刈
“
ω
言
β
亨
ω
＃
置
§
国
。
巳
目
Φ
b
冨
H

弩
g
冬
8
駐
①
㎡
雷
o
言
，
お
。
。
戯
。
卜
β
菖
．
S
9
目
卜
濤
●
旨
。
等
参
照
）
。

　
し
か
ら
ば
、
右
の
如
く
、
戻
裏
書
に
よ
つ
て
手
形
を
再
取
得
し
た
一
裏
書
人

は
通
常
そ
の
中
間
裏
書
人
に
封
し
遡
求
権
を
行
使
し
得
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い

る
理
由
は
一
髄
何
で
あ
る
か
と
云
う
に
、
右
の
中
間
裏
書
人
は
、
他
面
に
お
い

て
、
先
行
裏
書
の
被
裏
書
人
な
の
で
あ
る
か
ら
、
假
り
に
所
持
人
に
封
す
る
償

還
を
な
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
に
封
し
て
再
び
償
還
請
求
を
な
し
得
べ
き
地

位
に
あ
る
が
故
に
、
あ
え
て
二
重
の
手
績
を
履
ま
せ
な
い
た
め
、
中
間
裏
書
人

に
お
い
て
、
後
の
遡
求
権
を
以
て
、
前
の
遡
求
義
務
に
封
す
る
直
接
の
抗
辮
と

な
し
得
る
こ
と
と
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
（
伊
澤
・
前
揚
評
繹
、
前
掲
書
、

鈴
木
・
前
掲
評
繹
、
前
掲
書
、
「
戻
裏
書
」
岩
波
法
律
學
餅
典
二
六
三
四
頁
、
升

本
・
前
掲
評
繹
等
参
照
）
。
つ
ま
り
、
戻
裏
書
に
よ
つ
て
手
形
を
再
取
得
し
た
先

行
裏
書
人
と
い
え
ど
も
、
一
般
に
、
そ
の
中
間
裏
書
人
に
封
す
る
遡
求
権
は
有

す
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ
こ
の
場
合
反
封
債
灌
を
以
て
直
接
の
抗
辮
と
し
て
封

抗
せ
ら
れ
得
る
が
故
に
輩
に
そ
れ
を
行
使
し
得
な
い
に
す
ぎ
ず
（
松
波
仁
一
郎
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「
改
正
日
本
手
形
法
論
」
七
〇
五
頁
、
ρ
‘
霧
8
名
費
す
委
害
8
畠
豆
一
＜
8
富
巴
，

鴨
聾
N
■
一
裟
，
ぎ
巨
．
旨
昌
卜
H
¢
一
ご
ρ
ω
・
3
琶
日
鉾
H
」
①
ぼ
ゴ
魯

山
8
白
Φ
o
房
Φ
窪
Φ
。
鐸
の
。
一
。
。
。
。
の
●
8
ご
国
●
9
巳
Φ
巨
U
器
寄
。
詳

山
霞
≦
霞
言
魯
営
曾
9
一
器
Q
o
・
ω
．
曽
ト
そ
の
他
前
註
蓼
照
、
1
i
但
し
、
こ

の
場
合
遡
求
椹
自
艦
を
も
た
な
い
と
す
る
反
封
説
と
し
て
は
、
山
尾
時
三
「
新

手
形
法
論
」
二
八
三
頁
註
①
、
卜
●
b
帥
信
目
げ
曽
昌
“
≦
8
げ
ω
①
蒔
①
器
言
ロ
目
畠

ω
O
げ
Φ
O
闘
晩
霧
Φ
昏
N
．
一
漣
9
卜
昌
日
．
“
N
9
臣
昌
8
に
●
ー
な
お
、
そ
の
他
に

も
、
国
暮
8
冨
錠
冒
瞬
Φ
ロ
山
窃
寄
陣
。
富
。
び
臼
冨
民
①
一
酪
践
9
宏
聖
」
・。

・

ω
●
＆
嘗
英
國
手
形
法
三
七
條
、
米
國
統
一
流
通
護
券
法
五
〇
條
も
参
照
）
、

こ
の
こ
と
は
無
盆
の
手
轍
・
費
用
等
を
避
け
る
た
め
、
ひ
い
て
は
訴
訟
の
循
環

を
避
け
る
（
大
濱
・
前
掲
書
二
七
二
頁
参
照
）
と
い
う
意
味
で
訴
訟
脛
濟
的
な
観

馳
か
ら
も
是
認
せ
ら
れ
得
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
も
、
か
か
る
推
論
は
、

一
般
に
承
認
せ
ら
れ
て
い
る
如
く
、
戻
裏
書
が
裏
書
と
し
て
そ
れ
自
腔
何
ら
特

殊
の
効
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
（
大
橋
光
雄
「
新
統
一
手
形
法
論
上
」
二

三
九
頁
、
伊
澤
・
前
掲
評
繹
、
升
本
・
前
掲
評
繹
、
『
即
8
藍
一
鉾
鉾
9
ψ

O
旨
。
）
こ
と
か
ら
み
て
、
當
然
の
こ
と
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。

　
L
て
み
れ
ば
、
何
ら
か
の
事
由
に
よ
り
か
か
る
中
間
裏
書
人
の
側
に
お
い
て

所
持
人
の
遡
求
に
封
し
反
封
債
権
を
以
て
封
抗
し
得
な
い
場
合
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
戻
裏
書
を
受
け
た
先
行
裏
書
人
た
る
手
形
所
持
人

と
い
え
ど
も
、
そ
の
中
問
裏
書
人
に
封
す
る
遡
求
穫
行
使
を
な
し
得
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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云
5
べ
く
、
こ
れ
を
否
定
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
て
、
そ
れ
は
如
何
な
る
場
合
で
あ
る
か
と
云
う
に
、
一
つ
は
、
本
判
旨
の
認

め
て
い
る
如
く
、
所
持
人
が
先
行
裏
書
人
と
し
て
そ
の
被
裏
書
人
た
る
中
間
裏

書
人
に
封
し
人
的
抗
辮
権
を
有
す
る
場
合
で
あ
り
、
一
つ
は
、
原
到
決
の
認
め

て
い
る
如
く
、
所
持
人
が
先
行
裏
書
に
際
し
「
無
捲
保
裏
書
」
を
な
し
て
い
る

場
合
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
、
中
間
裏
書
人
と

し
て
は
、
戻
裏
書
を
受
け
現
に
所
持
人
た
る
先
行
裏
書
人
の
遡
求
に
封
し
て
何

ら
封
抗
し
得
べ
き
抗
辮
灌
を
有
せ
ず
、
從
つ
て
そ
の
者
に
封
す
る
償
還
義
務
を

當
然
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
か
か
る
見
地
か
ら
し
て
、
本
到
旨
の
結
論
な
ら
び
に
原
判
決
の
ぞ
れ
に
は
賛

成
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
（
原
判
決
に
つ
き
、
松
岡
和
生

「
判
例
研
究
」
法
學
研
究
三
一
巻
一
〇
號
六
六
頁
以
下
な
ら
び
に
菅
原
菊
志
「
商

事
判
例
砺
究
昭
和
三
〇
年
度
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
六
二
號
七
頁
も
賛
成
し
て
お
ら

れ
る
）
、
た
だ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
爾
者
の
理
論
構
成
に
は
多
少
の
差
異
の

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
郎
ち
、
前
述
の
如
く
、
原
到
決
に
お
い
て
は
、
雫
融
の
中

心
を
「
無
捲
保
文
句
」
の
記
入
從
つ
て
X
の
無
捲
保
裏
書
に
お
き
、
こ
れ
に
基

い
て
X
の
Y
に
封
す
る
遡
求
椹
行
使
を
認
め
た
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
無
捲
保
裏
書
を
な
し
た
X
と
し
て
は
そ
れ
が
有
効
で
あ
る
限
り
手

形
上
の
義
務
を
負
わ
な
い
（
手
七
七
條
一
項
一
號
・
同
一
五
條
一
項
参
照
）
の

に
封
し
て
、
本
到
旨
に
お
い
て
は
、
雫
譜
の
中
心
を
、
右
と
は
異
り
、
Y
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
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し
た
戻
裏
書
の
趣
旨
從
つ
て
保
謹
の
た
め
に
な
し
た
戻
裏
書
に
お
き
、
こ
れ
に

基
い
て
X
の
Y
に
封
す
る
遡
求
槽
行
使
を
、
右
と
同
じ
く
、
認
め
て
い
る
が
、

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
X
は
Y
に
封
し
箪
に
人
的
抗
辮
を
以
て
の
み
そ
の
再

遡
求
に
封
抗
し
得
る
地
位
に
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
彼
自
身
先
行
裏
書
人
と
し
て
手

形
上
の
義
務
を
負
つ
て
い
る
の
で
あ
る
（
手
七
七
條
一
項
一
號
・
同
一
五
條
一

項
）
。
そ
れ
故
、
本
件
に
お
い
て
は
い
ず
れ
の
理
論
構
成
を
と
つ
た
場
合
で
あ

つ
て
も
當
事
者
間
の
關
係
に
は
何
ら
の
異
同
を
も
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い

が
、
假
り
に
一
般
的
に
云
う
と
す
れ
ば
、
右
二
つ
の
構
成
は
、
後
者
が
人
的
抗

癖
の
問
題
で
あ
る
こ
と
と
關
連
し
て
、
多
少
の
相
蓮
を
惹
起
し
得
る
こ
と
に
留

意
し
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
。
例
え
ば
、
歎
人
の
中
間
裏
書
人
が
あ
つ
て
そ
の
中

に
所
持
人
が
人
的
抗
辮
を
以
て
封
抗
し
得
な
い
者
の
存
す
る
場
合
（
手
七
七
條

一
項
一
號
・
同
一
七
條
参
照
）
そ
の
者
に
封
す
る
先
行
裏
書
人
の
遡
求
樽
行
使

が
許
さ
れ
る
か
否
か
で
結
論
を
異
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
に
も
、
例
を

本
事
案
に
つ
き
考
え
て
み
れ
ぽ
、
人
的
抗
辮
に
つ
い
て
の
撃
謹
責
任
は
X
に
あ

る
の
に
反
し
て
、
「
無
捲
保
文
句
」
の
効
力
に
つ
い
て
は
假
り
に
雫
わ
れ
た
と
し

て
も
そ
の
學
謹
責
任
は
Y
に
あ
る
黙
等
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
右
の
こ
と
と
關
蓮
し
て
本
件
に
つ
き
一
鷹
疑
問
と
な
り
得
る
こ
と
は
、
し
か

ら
ば
何
故
に
本
判
旨
が
雫
黙
の
中
心
を
「
Y
の
な
し
た
澹
保
の
た
め
の
戻
裏
書
」

と
い
う
人
的
抗
辮
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
從
つ
て
「
X
の
な
し
た
無
澹
保
裏

書
」
を
孚
融
の
中
心
と
し
て
と
ら
え
た
原
審
と
理
論
構
成
を
異
に
し
た
か
と
い



う
黙
で
あ
ろ
う
。
爾
審
に
お
け
る
當
事
者
の
主
張
の
間
に
實
質
的
な
攣
更
が
認

め
ら
れ
な
い
以
上
、
そ
の
理
由
は
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
。
假
り
に
臆
測
が

許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
訴
訟
當
事
者
間
の
紛
箏
の
國
家
機
關
に
よ
る
解
決
を
骨

子
と
す
る
司
法
制
度
に
あ
つ
て
は
、
説
得
力
の
あ
る
具
盟
的
な
法
判
断
は
必
要

か
つ
十
分
な
要
件
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
本
到
旨
の
如
き
理
論
構

成
に
つ
い
て
は
、
類
似
の
事
件
に
つ
き
、
本
判
旨
も
引
用
し
て
い
る
大
審
院
昭

和
八
年
五
月
五
日
の
到
決
（
昭
和
八
年
（
オ
）
三
〇
號
、
大
審
院
民
事
判
例
集

一
二
巻
一
一
號
一
〇
七
四
頁
、
鈴
木
・
伊
澤
・
升
本
各
前
掲
詐
繹
参
照
）
に
よ

る
先
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
踏
襲
し
か
か
る
理
論
構
成
を
こ
こ
に
再
び
支
持
し

た
鮎
に
本
判
旨
の
意
味
を
認
め
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
。

　
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
戻
裏
書
人
に
封
す
る
遡
求
権
行
使
の
問
題
に
關

し
て
は
、
到
例
は
、
籔
的
に
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
要
す
る
に
、
い
ず
れ

も
正
當
な
解
決
を
示
し
正
し
い
方
向
を
た
ど
つ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
認
め

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
そ
の
他
本
件
に
關
し
検
討
を
要
す
べ
き
種
々
の
問
題
黙
、
例
え
ば
、

先
行
裏
書
の
な
い
と
こ
ろ
に
後
行
裏
書
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
先
行
裏
書
が

後
に
補
充
さ
れ
た
場
合
の
後
行
裏
書
人
の
責
任
の
基
礎
を
如
何
に
み
る
べ
き
か

等
々
に
つ
い
て
は
、
原
審
に
つ
い
て
の
前
掲
松
岡
「
到
例
研
究
」
の
適
切
か
つ

明
解
な
評
繹
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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大
賀
　
群
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